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1． はじめに 
 ノルウェーのオスロでは 1990 年２月に都心流入車に対

してトールを徴収する制度が導入され、既に 15 年の歳月

が経過した。近年ではロンドンなどの大都市でも都心への

流入車に対する課金が実施されるようになり、その展開が

世界的に進んでいる。なお、現在のオスロはその陰に隠れ

た感があるが、これだけ長期に渡ってトールロードシステ

ムがパッケージとして安定的に運営されたことにより、さ

らに将来を狙った新たな展開が生まれつつあり、その議論

は示唆的である。本研究では 2005 年 5 月に現地で実施し

たヒアリング調査をもとに、現時点の状況を定性的な観点

から整理することを目的とする。 

 

2．パッケージ1、パッケージ2がもたらしたもの 
 よく知られているように、現在までのオスロにおけるト

ールロードシステムは道路整備財源の確保を目的としたも

のであり、混雑料金の徴収という意図はない。料金は時間

帯に無関係で、都心流入車に対する均一料金制を採用して

いる。その導入に関わる経緯、およびその当初のパッケー

ジプログラムとしての特徴等 1990 年代の状況については

すでに多くの紹介、解説がわが国においてもなされている
1)～3)。しかし、2000 年以降に導入されたパッケージ２、及

び今後導入される可能性の高い新たなパッケージ政策、オ

スロパッケ 3（Oslopakke3）の内容について様々な議論が

現在交わされていることについては、まだ紹介がなされて

いない。本章ではまずオスロパッケ３が議論されるまでの

経緯を簡単に整理する。 

 まず、トールシステムの導入当初から意図されていたパ

ッケージ１は、オスロ都市圏における 50 にのぼる道路整

備プロジェクトを、トール収入より確保しようというもの

であった。このパッケージ１に対しては、結局 2007 年ま

で 91 億ノルウェークローネ（およそ 1450 億円）にのぼる

寄与があると見込まれており、それは当初予測より２割ほ

ど上乗せした数値になっている 4)。また、このようなパッ

ケージ１による財源によって実施された道路プロジェクト

は、それ自体都市圏における道路キャパシティを大幅に向

上させたことになった。なお、このパッケージ１ではトー 
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ル収入を公共交通財源にも一部充当していたが、その額は

多くなかった。このような状況のもとで、2000 年にノルウ

ェー国会はトール料金を値上げし、普通車通行料金のうち

２ノルウェークローネ（およそ 32 円）を公共交通財源と

して確保することを認めた。これがパッケージ２である。 

 なお、オスロ居住者（交通専門家を除く）にヒアリング

を行ったところ、トールシステム自体が既に日常生活に完

全に溶け込んでおり、そこで通行料を払っているという認

識や負担感を、導入当初のように感じなくなったという意

見が大勢を占めた(1)。 

 以上のことから、トール収入、パッケージとして予定し

ていた道路プロジェクトの実施、および居住者の負担感と

いった複数の観点から見て、オスロのトールシステムは当

初の目標以上の成果を達成したと評価できる。また、興味

深い点として、パッケージ１にしたがって 50 にのぼる道

路プロジェクト（トンネル整備によるバイパス整備が中

心）が完了した結果、都市圏の道路キャパシティが飛躍的

に拡大し、それに伴って誘発交通が大幅に増えたと考えら

れる点である。このような誘発交通量の発生が、トール収

入が予測を上回った最大の原因と考えられる。なお、パッ

ケージ１、及び２では公共交通にトール収入から財源を提

供したが、公共交通側に着目した財源投入に対する費用便

益的な評価などは実施されていない。 
 
2．オスロパッケ3への展開 
 以上のような成功を収めたオスロのトールロードシステ

ムだが、今後の展開をめぐって現在様々な議論が交わされ

ており、その詳細は 2005 年 5 月末段階で決定されてはい
ない。現時点で確実にいえることは、パッケージ政策は今

後も形を変えてオスロパッケ 3 として展開されるというこ
とのみである。なお、その時期は 2008 年頃からというこ
とが想定されていおり、早急な確定が求められている。パ

ッケージの中身に関しては、次のような観点から意見の集

約が試みられている。 
１）広域拡大化：現在はオスロ都心に流入する自動車のみ

に対して課金されているが、もっと広域的な観点からトー

ルゲートを設置し直し、都市圏域としてトール徴収を行お

うというものである。参考までに、現時点におけるオスロ

パッケ３のトールリング構成案を図－１に示す。この図に

おいて、中心の小さなリングがパッケージ１、および２に



おいて実際に課金が行われていた都心トールリングである。 
 なお、このような広域拡大化を行うことで、新たにトー

ルゲートが設けられるオスロ市外延の自治体であるアーケ

シェフス県では、トール設置に対する反対意見が表明され

ている。郊外におけるゾーン内移動でも、新たなトールを

横切るような移動では、課金されることになってしまうと

いうのがその理由である。なお、このような広域拡大化と

呼応して、新たな高速道路を都心から道路容量が不足気味

の西方向、および南方向に建設する予定が進められている。 
２）混雑料金化：2002 年６月の国会で道路法が改正され
たことに伴い、ピーク時に高い料金をかける混雑料金化へ

の下準備は整いつつある。混雑料金が導入された場合には、

ピーク時に郊外から都心に向かう車に現在の水準よりかな

り高い負担を強いることが想定されている。このような混

雑料金が導入された場合、料金負担力の弱い低所得者層に

対し、社会的公平性という観点から大きな問題が発生しな

いかどうかについて、現在集中的な検討が進められている。 
３）トール収入の使途：パッケージ２以上にトール収入を

公共交通に投入するという案が現在有力である。また、そ

れに加え、公共交通に限らずすべての交通モードに対し(例
えば自転車レーンの整備等)トール収入を充当しようとする
意見も強い。一方でクラシックな議論として、公共交通な

どの他の交通モードのコストまで、どうして自動車利用者

が支払わなければならないのかという反対意見も根強い。 
 なお、参考までに、ノルウェーではオスロ以外にもベル

ゲン、トロンハイム、スタバンゲル、クリスチャンサンド

においてトールシステムが現在も道路関連財源確保のため

に導入されている。週末や夜間では料金を徴収しない形式

が中心であるが、それらは混雑料金としての位置づけには

ない。このうち、オスロよりも早い 1986 年１月にトール
システムを導入したベルゲンでは、現在トールゲートにお

ける読み取りシステムなどを大幅に改良する実験を実施中

である。その一方でトロンハイムについては現在実施して

いるトールシステムを近い将来、廃止にするという意見も

出されている。さらに、長期的にはノルウェーは国土全体

を通じてトール徴収システムの一元化(harmonaization)を
視野に入れた議論が進められている。 
 
4．おわりに 
本稿では速報を意図しており、オスロパッケ３はまだオ

ーソライズされた訳ではない。しかし、当初の目的を果た

した良好なトールロードシステムが次の段階として何を目

指すかという点で、大変示唆的である。また、トールロー

ドシステムがうまく機能したことで、むしろ都市圏での自

動車利用を促進した面があることは今後の類似したシステ

ムの導入にあたって深慮すべきポイントといえよう。 
 本稿の作成においては、ノルウェー交通経済研究所(toi)
の Farideh Ramjerdi博士および Harald Minken博士に
有益なコメントをいただいた。記して謝意を表す。 
 

補注 
(1)ノルウェー王立都市地域研究所（NIBR）において 2005 年 5
月に実施したヒアリングに基づく。 
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図－１ オスロパッケ３のトールリング案 (文献5)より転載） 


